
１年あたり
約９万円
１任期（３年）あたり
約２７万円

１年あたり
約２０万円
１任期（３年）あたり
約６８万円

【予備自衛官】

支給総額（改善前）

１年あたり
約５０万円（１士）～６２万円（２尉）

１任期（３年）あたり
約１６３万円（１士）～１９７万円（２尉）

１年あたり
約７６万円（１士）～１０１万円（２尉）

１任期（３年）あたり
約２４２万円（１士）～３２５万円（２尉）

支給総額（改善後）

支給総額（改善前） 支給総額（改善後）

※手当は課税対象となります

※手当は課税対象となります

令和7年9月1日から
予備自衛官・即応予備自衛官の処遇が改善されました

ココが変わりました！①

予備自衛官等
手当が増額！

予備自衛官手当
4,000円/月→12,300円/月

即応予備自衛官手当
16,000円/月→18,500円/月

勤続報奨金が増額！
予備自衛官にも新設！

予備自衛官
なし→70,000円(1任期)
即応予備自衛官
120,000円→215,000円(1任期)

ココが変わりました！②

訓練招集
手当が増額！
予備自衛官
8,100円/日→11,000円/日
即応予備自衛官
10,400円～14,200円/日
→17,100円～26,300円/日

ココが変わりました！③

【お問い合わせ先】自衛隊神奈川地方協力本部 予備自衛官課 ☎045(662)9475

【即応予備自衛官】



予備自衛官 即応予備自衛官

有事の際の役割
後方地域の警備、後方支援等の
任務に就く

第一線部隊の一員として任務に
就く

招集区分
防衛招集、国民保護等招集
災害招集、訓練招集

防衛招集、国民保護等招集
治安招集、災害等招集、訓練招集

採用年齢
※採用時の年齢

１佐～３曹：６２歳未満
士長～２士：５５歳未満

２尉～１曹：５３歳未満
２曹～３曹：５２歳未満
士長～１士：５０歳未満

訓練日数

５日／年
※自衛隊を退職して１年未満で予備自衛官に
採用された場合は、初年度出頭は各地方協力
本部等で実施する「１日間訓練」のみ

３０日／年
各個訓練 ２日間×８回
部隊訓練 ３日間×２回

４日間×２回

任用期間 １任期３年（継続任用可能）
62歳以上の場合は65歳に達するまで

１任期３年（継続任用可能）
任用上限は自衛官と同じ

予備自衛官等制度の概要

公募予備自衛官から次のステップへ！基本特技取得訓練

「基本特技取得訓練」とは、予備自衛官補（一般）から予備自衛官に任用された方のうち、即応予備
自衛官への任用を志願する方が参加し、基本特技（基本軽火器）を取得するめの教育訓練です。

応募資格
①一般公募予備自衛官 ※技術公募予備自衛官は志願できません。
②年齢については、即応予備自衛官の採用年齢に準じます。

訓練日数 約４０日間／２年～３年（最短２年）年間最大２０日間の訓練参加

手当等
①訓練招集手当：１３，２００円／日（２６４，０００円／最大２０日間）
②予備自衛官手当：１２，３００円／月（１４７，６００円／年）
合 計（①+②）：４１１，６００円／年（８２３，２００円／２年間）

各種手当一覧

予備自衛官
①予備自衛官手当：12,300円／月 ② 訓練招集手当：11,000円／日
③ 勤続報奨金（１任期(３年)満了時支給）：70,000円
④ 総支給額 １年：①×12＋②×5 1任期：(①×12＋②×5)×3＋③

１年：202,600円 １任期(３年)：677,800円

即応予備自衛官
①即応予備自衛官手当：18,500／月
② 訓練招集手当
【２尉】 26,300円／日【３尉】 25,700円／日【准尉】 25,400円／日【曹長】 24,800円／日
【１曹】 24,200円／日【２曹】 23,000円／日【３曹】 20,700円／日【士長】 18,300円／日
【１士】 17,100円／日
③ 勤続報奨金（１任期(３年)満了時支給）：215,000円
④ 総支給額 １年：①×12＋②×30 １任期(３年)：（①×12＋②×30)×3＋③
【２尉】１年：約101万円 １任期：約325万円 【３尉】１年：約 99万円 １任期：約319万円
【准尉】１年：約 98万円 １任期：約317万円 【曹長】１年：約 97万円 １任期：約311万円
【１曹】１年：約 95万円 １任期：約306万円 【２曹】１年：約 91万円 １任期：約295万円
【３曹】１年：約 84万円 １任期：約274万円 【士長】１年：約 77万円 １任期：約253万円
【１士】１年：約 74万円 １任期：約242万円

※手当は課税対象になります


